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史
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の
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結
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1
1
1
メ
官
グ
ィ

ν
グ
王
朝
期
を
中
心
に
l
l
l

一橋論叢

紀
元
五
世
紀
の
末
葉
、
今
日
の
ベ
ル
ギ
ー
の
一
地
方
か
ら
出
た

サ
リ
・
フ
ラ
ン
ク
族
の
王
ク
ロ
ー
ド
グ
イ

y

ヒ
(
ク
ロ
ー
グ
ィ
ス
、

在
位
四
八
一
|
五
一
一
年
)
に
統
一
さ
れ
て
か
ら
、
内
証
・
内
乱
の

た
え
ま
な
い
メ
ロ
グ
イ
ン
グ
王
朝
期
を
経
て
、
七
五
一
年
の
カ
ロ

リ
ン
グ
王
家
の
ク
ー
デ
タ
ー
と
な
り
、
カ
ー
ル
大
帝
(
在
位
七
六

八
|
八
一
四
年
)
の
黄
金
時
代
を
謡
歌
し
つ
つ
も
、
や
が
て
十
世
紀

の
経
過
の
う
ち
に
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
に
分
裂

し
て
い
っ
た
フ
ラ
ン
ク
王
園
の
歴
史
紀
、
政
治
・
法
制
・
経
由
掛
・

r 

増

四

兵E

田

文
化
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
西
ヨ

1

ロ
y

パ
史
の
出
費
貼
を
な
す
も
の

で
あ
り
、
各
闘
共
通
の
母
胎
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
あ
ら

た
め
て
強
調
す
る
ま
で
も
な
い
周
知
の
事
貫
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

古
ロ

1
7
の
停
統
、
キ
リ
ス
ト
教
の
訓
え
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
精

神
と
い
う
三
犬
要
素
を
融
合
し
て
、
歴
史
的
世
界
と
し
て
の
「
ヨ

1

ロ
ァ
パ
」
が
誕
生
し
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
闘
に
お
い
て
で
あ

り
、
地
中
海
の
都
市
的
沿
海
文
化
を
中
心
と
し
た
古
典
古
代
一
吐
曾

か
ら
、
ラ
イ
ン
、
セ

l
ヌ
の
雨
河
地
域
を
中
心
と
す
る
農
耕
的
内

陸
文
化
へ
の
き
り
か
え
を
達
成
し
た
の
も
、
ま
さ
し
く
こ
の
時
代

{
9
“} 

に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
端
的
な
表
現
が
ゆ
る
さ
れ
る

!J4() 

比一L



な
ら
ば
、

フ
ラ
ン
ク
王
園
を
ぬ
き
に
し
て
は
「
ヨ

1

ロ
ァ
パ
」
は

考
え
ら
れ
ず
、
こ
の
時
代
の
一
位
舎
費
質
を
無
視
し
て
は
「
封
建
枇

曾
」
の
成
立
が
跡
づ
け
ら
れ
難
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
フ
ラ
ン
ク
王
園
で
あ
る
た

め
、
そ
こ
に
ふ
く
ま
れ
る
研
究
の
テ
1

7
や
幌
角
も
き
わ
め
て
多

種
多
様
で
あ
り
、
精
神
史
・
宗
教
史
・
文
化
史
な
ど
を
も
ふ
く
め

て
、
そ
れ
ら
を
全
面
的
に
こ
こ
に
紹
介
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
私

の
カ
を
は
る
か
に
越
え
た
困
難
事
で
あ
る
。
従
っ
て
本
稿
で
は
、

フ
ラ
ン
ク
王
園
史
の
前
学
を
な
す
メ
口
、
グ
ィ
ン
グ
王
朝
期
に
重
貼

を
置
き
、
も
っ
ぱ
ら
法
制
史
な
い
し
枇
舎
経
糟
史
の
上
で
最
近
特

に
問
題
と
な
っ
て
い
る
諸
貼
を
指
摘
す
る
に
と
ピ
め
た
い
と
思

お
勺
ノ
。

室

し
か
し
、
問
題
を
こ
の
よ
う
に
限
定
し
て
み
て
も
、
な
お
か
つ

わ
れ
わ
れ
は
い
く
つ
か
の
大
き
な
困
難
に
つ
き
あ
た
る
。
そ
の
わ

け
は
、
史
料
の
紹
封
数
が
少
い
と
い
う
こ
と
に
も
よ
る
が
、
メ
ロ

グ
イ
ン
グ
王
朝
期
の
枇
曾
と
い
う
も
の
を
取
扱
う
ぱ
あ
入
問
、
論

(
4
)
 

者
が
、
(
一
)
古
代
末
期
の
問
題
と
し
て
興
味
を
も
つ
の
か
、
つ
一
)

(
5
)
 

ゲ
ル
マ
ン
民
族
移
動
史
の
一
蹴
と
し
て
重
視
す
る
の
か
、
そ
れ
と

も
、
(
三
)
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
各
園
の
歴
史
の

前
史
ま
た
は
起
源
と
い
う
意
味
で
と
り
あ
げ
る
の
か
に
慮
じ
て
、

展界事(41 ) 

“ 

" 

か
な
り
遭
っ
た
問
題
提
起
が
な
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
り
、
さ
ら
に

最
近
で
は
、
記
述
史
料
や
古
文
書
に
よ
る
研
究
の
ほ
か
に
、
考
古

事
・
地
名
拳
・
言
語
事
・
集
落
形
態
撃
な
ど
の
歴
史
補
助
事
が
格

段
の
進
歩
を
し
め
し
、
そ
の
結
果
、
個
別
研
究
の
き
め
に
大
き
な

地
域
差
が
あ
ら
わ
れ
て
来
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
一
般
的

な
考
察
の
可
能
性
が
、
特
殊
な
地
域
史
研
究
の
精
織
な
賓
謹
に
よ

っ
て
、
あ
る
意
味
で
は
極
端
に
狭
め
ら
れ
、
あ
る
意
味
で
は
部
分

的
に
お
そ
ろ
し
く
深
め
ら
れ
る
と
い
う
傾
向
を
し
め
し
て
お
り
、

こ
の
両
者
を
ど
う
橋
渡
し
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
容

易
な
ら
ぬ
課
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
る
。

そ
れ
は
と
に
か
く
、
上
述
の
諸
事
情
を
考
慮
し
つ
つ
、
い
ま
の

私
に
と
っ
て
の
、
メ
ロ
グ
イ
ン
グ
王
朝
期
の
最
も
基
本
的
な
テ
1

7

を
奉
げ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
ロ
ー
マ
帝
園
の

官
職
的
な
制
度
園
家
の
賞
態
並
び
に
園
家
観
が
、
い
か
に
し
て
封

建
的
な
人
的
結
合
園
家
の
原
理
に
編
成
替
え
さ
れ
た
の
か
と
い
う

問
題
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
テ
1

7
は
、
一
見
法
制
史

プ
ロ
パ

1
の
問
題
の
よ
う
に
み
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
こ

の
こ
と
の
徹
底
的
な
解
明
は
、
究
極
的
な
か
た
ち
で
は
、
そ
の
ま

ま
政
治
史
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
の
分

裂
の
必
然
性
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
枇
曾
構
造
の
問
題
と
し
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第四十二巻

て
は
、
貴
族
な
い
し
豪
族
と
い
わ
れ
る
も
の
の
支
配
の
性
格
、
ひ

い
て
は
最
下
部
の
組
織
で
あ
る
村
落
ま
た
は
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
シ
ャ

フ
ト
の
在
り
方
を
問
う
問
題
に
後
展
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ

う
。
つ
ま
り
、
メ
ロ
グ
イ
ン
グ
王
朝
の
王
様
の
立
っ
て
い
る
基
礎

を
問
う
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
各
地
域
の
支
配
構
造
が
吟
味
さ

れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
を
吟
味
す
る
た
め
に
は
、
ロ
バ
マ
末
期
の

諸
制
度
と
ゲ
ル
マ
ン
的
な
土
地
占
住
形
態
と
が
複
雑
に
押
し
あ

い
、
入
り
交
っ
て
い
る
枇
舎
の
賓
際
、
そ
の
上
に
の
ぞ
む
聖
俗
雨

界
貴
族
の
大
所
領
の
形
成
過
程
が
探
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

、v
政
治
法
制
史
と
枇
曾
経
糟
史
と
が
か
ら
み
あ
っ
た
こ
の
庚
範
な

諸
問
題
に
つ
い
て
、
近
時
の
事
界
は
い
か
な
る
動
向
を
し
め
し
て

い
る
で
あ
ろ
う
か
。
ド
イ
ツ
史
拳
界
の
成
果
に
か
た
よ
り
過
ぎ
て

い
る
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
以
下
一
熔
私
な
り
の
展
望
を
お

こ
な
っ
て
み
た
い
。

}橋言語叢

(

1

)

フ
ラ
ン
ク
王
園
の
歴
史
を
概
観
し
た
も
の
で
、
最
も
筒
潔
に
し

て
要
を
え
て
い
る
の
は
、
吋
・

ω
Z
E
σ
S
P
U
E
匂
B
口付開口
8
5
F

E
u
同
居
白
色
げ
口
口
HH
円山
2
1
U
σ
口
付
白
口
】
凶
作
ロ
の
g
口]μ
仙の

HHZ-
国仏
-
H
N
-

〉
ゲ
田
口
】
回
、
肉
。
ロ
己
主
同
N
S匂
・
で
あ
ろ
う
。
一
層
詳
細
に
は
司
-
m
g
s
'

ヴ
戸
口
げ
ロ
・
吋
・
】
M
Z
H
r
Nロ
吋
の
吋
ロ
ロ
仏
日
叩
関
口
出
向
円
四
2
1
2
H叶
OMVpr

明白
]HOMMH出口
HHmFH
仏
=
叶
凸
甘
己
目
叩
匂
HFHH】円相ロ・

HLm-句
NF加
一
一
お
い
由
・
が
よ

-r 

く
、
簡
単
な
の
で
は
同
・
問
主
鈎

H
E
o
J
1
0
F
2司
自
含
E
H凶MHW

民
2
0
4日目的
2
N
m広
場
内

R
C
H
g
m
H
2
8
H仲・
5
一
一
口
町
三
田
口
げ
σ
の叩田口
E
-

口
F
Z
-
s
d
o
σ
R
tロ口
]
P
H
H
a
m
-
4・可
-
m
g
g
d
q
u
切内回

-
F
s
a
-

並
び
に
の
白
σHH2412
国民同門凶
σロロ片岡・∞・

kH口出
-H凶仏
-Hw
∞
苫
仲
仲
間
HHHA

H由
訟
・
に
の
せ
ら
れ
た
同
-
V
U耳
ク
内

-wo包
の
論
稿
が
よ
い
。
な

お
出
・
出
口
立
ロ
OH-
一
口
同
町
吋
吋
伊
口
付
。
ロ
ロ
ロ
仏
匂
HF口付一門
OHOHM-N-
同・

の
-
p
o
σ
白吋吾・

2
吋・

F
S
ω
∞
w
m
M
a
H
l
a
a・
参
照
。

(

2

)

地
中
海
世
界
か
ら
ラ
イ
ン
、
セ

1
ヌ
地
域
へ
の
歴
史
的
重
鮎
の

き
り
か
え
を
、
最
も
あ
ざ
や
か
に
叙
述
し
て
い
る
名
著
は
、
お
そ
ら

く
ア
ン
リ
'
ピ
レ
ン
ヌ
の
諸
著
、
と
り
わ
け
〉
同
時
田

g
q
。
片
岡
手

吋。
HU叩
・
可
・
げ
可
回
・
冨
S
F
F
oロ
色
。
回
忌
ωa・
で
あ
ろ
う
。
な
お
同
-

U
骨ロロ叩
HHσFロ
21h
ロ
芯
出
口
仲
間
4FmwHH戸
口
問
開
口
叶
OHVEU-
同
国
一
の
吋
ロ
ロ
仏
-

HP附円相ロ

A
-
2
5
5
0
-
B
μ
件。己目白

V
B
君
。
】
?
∞
吉
宗
官
ユ
巴
M∞、

ω-

HHIN-
を
み
よ
。

(

3

)

こ
の
時
代
の
ガ
リ
ア
地
方
の
全
史
に
つ
い
て
は
、
。
・
同
ロ
ロ
宮
口
一

出
山
田
件
。
可
申
仏
叩

-F
の
P丘
町
・
∞

4
0
Z・町内世江田

S
N
C
N
a・
が
あ
り
、

考
古
率
的
な
史
料
を
縦
横
に
利
用
し
た
国
・
∞
m
H
H
E
H
F
P
丘
三
日
時
国
E-

t
oロ
g
b
H
o
iロ間目白ロロ
0・
N
4
0日目・】
M
h
E臼
巴
uoluN-
が
す
ぐ
れ

て
い
る
。
ま
た
著
名
な
戸
り
・
匂
5
Z
H
仏
由
。
。
三
B
h
m
g
一
同
時
田
-

E
H叩
仏
町
田
宮
臼
E
c
t
s
-
E
S
E
-
同vp己目

s
o
u
l
H申
E
U
C・

閃
ロ
ユ
HHU
開
苫
仏
冊
目
同
g
口心ロ自由・

N
4
0
Z・
司
恒
一
口
回
忌
S
-
な
ど
も
参

照
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

(

4

)

古
代
末
期
史
の
研
究
は
枚
奉
に
い
と
ま
な
い
が
、
特
に
重
要
な

も
の
と
し
て
、
出
・

2
四国田町
H
V
P
え
い
り
目
。
由
也
氏
芯

B
山田口

vo
ぐ

2a

d
z
-
Zロ
m

p
吋
的
伊
豆
田
口
HHEMWHSPロ仲間口
HHOロ
FUHH仏
2
・
ト
σF-Q-
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1

2
曲目・

k
r
r
包
-
仏
-

d

司山田明・

-UH岡山田
-EE込
・
内
日
・

2
吋
-Nw
凶

2
H
S

H申
ω
∞
一
回
・
間
岸
和
信
一
の
叩
田
口
E
口げ件。門凶叩目印
MVと
芯
HHH20]同町
HM
河骨片口
HHa

g
Q宝
lhqa)
・回向凶
-
F
J司
芯
ロ
お
お
・
の
二
著
だ
け
を
奉
げ
て

置
く
。

(

5

)

最
も
代
表
的
に
は
フ
エ
リ
ッ
ク
ス
・
ダ
l

ン
の
主
著
口
同
町
内
ヂ

E
m
o
a
2
C
2
B
E
g
-
H
N
切仏
0・
区
E
H口町四ロ

H∞
含
同
・
が
奉
げ

ら
れ
る
。
な
お
古
代
と
中
世
と
の
漣
績
・
非
運
績
の
問
題
に
つ
い
て

の
出
-KHロ
窓
口
の
論
文
集
ぐ
O
B
P注
目
立
ロ
日
目
ロ
日
冨
5
0
F
H
Z吋・

居
世
H
5
V白
H
H
S
K宇
宙
・
並
び
に
同
じ
問
題
に
つ
い
て
の
考
古
率
的
な
兵

種
的
研
究
開
・
同
凶
ん
い
何
回
目
2
H
U円
。
匂
g
m
o
仏
由
吋
開
。
三
日
ロ
E
け

P
H
M
S
T

聞の

HHgkpH仲
2
E
B
ロ
民
民
主
S
H
F
-
8
1
5
ω
立
o
m
o
H
P
Z忌
中

]門戸田市
HH白
HH
司
ロ
ロ
門
回
目
安
協
同
MHo-ロ
-
P
口
会
出
・
ペ
門
丘
町
同
HUH-N22口封吋
H丘、

巴、

s
u
o
w
m
-
g
l
H
O
E
-
な
ど
を
み
よ
。
き
わ
め
て
概
括
的
に
は
拙

著
『
西
洋
封
建
枇
曾
成
立
期
の
研
究
』
(
岩
波
書
底
刊
)
第
一
論
文
参

照。

(

6

)

私
が
こ
の
よ
う
な
テ
1

7
を
一
つ
の
基
本
的
な
問
題
と
考
え
る

に
い
た
ワ
た
の
は
、
テ
オ
ド
ー
ル
・

7

イ
ヤ
1
、
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ュ

タ
イ
ン
パ
ッ
ハ
な
ど
の
諸
論
文
に
示
唆
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

(

7

)

こ
の
時
代
の
史
料
の
種
類
・
性
格
な
ど
に
つ
い
て
は
、
話
主
・

件叩ロ
σ伊口]凶
'HkmaimOHH
一一
o
g
g口
F
Fロ仏聞の町田口一
E
O
E
Z一
戸
。
口
四
国
同
自

民
宮
巴
F
H
Z吋・出。同伴

H
ロ
・
岡
山
色
Z
F
4
3日目白
H
H甲
M
N
1
3・
が

便
利
で
あ
り
、
厳
格
な
史
料
批
剣
の
好
例
と
し
て
は
、
当

-
F
2
1
r

g
口
一
〉
ロ
田
叶
ぽ
2
ロ山田口
HH2
ロ
ロ
仏
内
g
口付回目白吋
Hmw吋
司
E
V
N包
F
K
F
C師、

m
m
d
E
E
g
k
p
c同阻止
N0・ロ呂田明冊目仏
C
え
巴
お
・
が
奉
げ
ら
れ
る
。

刈ぜ，手 . .:，' 
ームー 、札I、'宅プど←

ま
ず
最
初
に
問
題
と
な
る
の
は
、
王
様
の
性
格
と
関
連
せ
し
め

て
、
メ
田
グ
ィ
ン
グ
王
朝
の
国
家
統
一
の
内
容
を
ど
う
考
え
れ
ば

(

8

)

 

よ
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
を
詳
し
く
い
え

ば
、
ク
ロ
ー
ド
グ
イ

y

ヒ
の
三
十
年
間
の
治
世
だ
け
を
と
っ
て
み

て
も
、
そ
の
間
に
王
様
の
性
格
は
麓
り
、
園
家
統
一
の
原
理
が
慶

賀
し
た
と
い
い
う
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
し
て
や
六
、
七
世
紀
の

内
説
中
の
諸
王
の
在
り
方
、
と
り
わ
け
ク
ロ
タ
ー
ル
二
世
(
在
位

五
八
四
|
六
二
八
年
)
の
時
代
、
ア
ウ
ス
ト
リ
ア
宮
宰
職
の
貫
力
が

増
大
し
た
王
朝
末
期
な
ど
を
一
括
し
て
論
ず
る
こ
と
は
、
あ
る
意

(
9
)
 

味
で
は
無
謀
に
ち
か
い
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、

古
代
末
期
や
カ
ロ
リ
ン
グ
王
朝
、
あ
る
い
は
同
時
代
の
他
の
ゲ
ル

マ
ン
諸
部
族
園
家
の
王
様
や
国
家
憧
制
と
く
ら
べ
て
み
た
ば
あ

い
、
や
は
り
メ
ロ
グ
イ
ン
グ
王
朝
の
特
色
を
云
々
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
り
、
そ
れ
を
企
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
従
来
拳
界
で
論
じ
ら
れ
て
来
た
こ
の
問
題
に
劃
す
る

一
般
的
解
轄
を
概
観
す
る
に
、
園
家
統
一
の
内
容
に
闘
し
て
は
、

一
方
で
は
ク
ロ
ー
ド
グ
イ

y
ヒ
の
園
家
を
も
っ
て
、
徹
底
的
な
征

服
園
家
(
回
g
σ
2ロ
ロ
官
g
w同
じ
で
あ
っ
た
と
解
す
る
の
に
瓦
し
、

.343 
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他
方
で
は
、
大
韓
四
九
六
年
の
王
の
カ
ト
リ
ァ
ク
へ
の
改
宗
に
い

た
る
ま
で
を
、
ゲ
ル
マ
ン
的
な
部
族
統
合
の
過
程
と
考
え
、
そ
れ

以
後
を
、
ロ
1

7
的
官
職
(
具
燈
的
に
は
ピ
ザ
ン
ツ
皇
帝
ア
ナ
ス
タ
シ

ウ
ス
一
世
か
ら
公
認
さ
れ
た
ロ
1

マ
の
コ
ン
ス
ル
な
る
官
職
)
、
並
び
に

ロ
1

7

人
貴
族
を
主
髄
と
し
た
カ
ト
リ
y

ク
聖
職
者
た
ち
の
、
想

像
を
絶
す
る
種
々
の
協
力
に
よ
る
地
域
連
合
(
特
に
奮
ロ
1

7
帝
園

領
に
づ
い
て
い
え
ば
、
セ
ナ
1

ト
的
貴
族
と
の
妥
協
と
協
定
)
に
過
ぎ
な

(

日

〉

か
っ
た
と
み
る
見
解
が
し
め
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
研
究
が
精
敵

に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
最
近
で
は
ま
す
ま
す
後
者
に
加
携
し
た
結

論
が
多
い
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
る
。

と
い
う
わ
け
は
、
も
し
前
者
の
よ
う
に
、
も
っ
ぱ
ら
軍
事
力
と

王
の
個
人
的
力
量
を
た
の
む
征
服
園
家
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら

、、

ぱ
、
第
一
に
、
メ
ロ
グ
イ
ン
グ
王
家
以
外
の
ゲ
ル
マ
ン
的
・
フ
ラ

ン
ク
的
な
醤
貴
族
(
〈

C
F
E仏
巳
)
の
諸
家
の
カ
リ
ス
マ
が
、
あ

る
特
定
の
時
期
に
、

L
)律
叩
J
m
滅
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
事
貫
を
立

誼
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
第
二
に
は
、
フ
ラ
ン
ク
族
民
の
侵
入
・

定
着
が
、
先
佐
官

1

7
属
州
民
を
塵
迫
し
て
、
相
官
ド
ラ
ス
テ
ィ

ァ
ク
に
途
行
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
珠
想
し
な
け
れ
ば
な
ら

ハ
臼
)
、
、

ず
、
第
三
に
は
、
軍
事
と
治
安
ま
た
は
司
法
を
つ
か
さ
ど
る
伯

(
8
5
2・
C
E
O
や
公
牢
ロ
タ
出

2
8
m
)
が
、
綜
じ
て
王
権
を

第四挨第四十二巻一橋論叢

r 

介
し
て
の
官
職
的
な
ゲ
ル
マ
ン
人
役
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
そ

れ
が
で
き
る
だ
け
畳
一
的
に
全
王
閣
に
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

論
誼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ

ι叫
ん
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
軍

事
的
に
も
行
政
的
に
も
、
こ
れ
を
強
力
な
王
棒
、
統
一
的
な
園
家

と
み
な
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
諸
事
貫

が
、
は
た
し
て
積
極
的
に
詮
明
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
か
。

他
の
部
族
法
典
と
比
較
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
族
最
古
の
法
典
で
あ

る
レ
ッ
ク
ス
・
サ
リ
カ
に
、
「
且
貝
族
」
(
ロ
。

zzp同
門
口

gmmw)
に
つ

い
て
の
特
別
の
規
定
が
一
切
存
在
し
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、

か
つ
て
の
拳
界
は
フ
ラ
ン
ク
奮
貴
族
の
重
大
な
境
質
な
い
し
低
下

が
お
こ
な
わ
れ
た
と
推
定
し
、
そ
の
推
定
の
上
に
立
っ
て
、
フ
ラ

ン
ク
ご
般
自
由
民
」
(
の

3
5民吋
2
0
)

の
特
殊
な
在
り
方
が
論

ぜ
ら
れ
、
強
力
な
王
櫨
の
確
立
が
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
最

近
で
は
む
し
ろ
そ
れ
と
は
反
封
に
、
フ
ラ
ン
ク
部
族
法
典
(
レ
y

ク
ス
・
サ
リ
ヵ
、
レ
ッ
ク
ス
・
リ
プ
ア
リ
ア
)
を
、
他
の
ゲ
ル
マ

ン
部
族
法
典
ム
の
共
通
の
基
盤
の
上
で
、
内
面
的
に
理
解
し
よ
う

と
す
る
傾
向
が
づ
よ
ま
っ
て
来
た
。
と
り
わ
け
、
カ
ロ
リ
ン
グ
王

朝
期
を
も
ふ
く
め
て
の
「
一
般
自
由
民
」
の
内
容
分
析
は
、
甲
論

乙
駁
の
拭
態
で
あ
り
、
結
論
的
に
は
奮
苧
誌
の
根
底
が
す
っ
か
り

く
ず
れ
去
っ
た
か
の
ご
と
き
観
が
あ
る
。
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ま
た
曹
来
、
墳
罪
金
(
当

2
m
m
E
)
の
金
額
の
格
差
の
問
題
を

め
ぐ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ク
人
と
ロ

1
7
人
と
の
あ
い
だ
に
、
法
的
地

位
の
大
き
な
差
別
待
遇
が
存
在
し
た
と
説
か
れ
て
い
た
雨
民
族
の

在
り
方
に
つ
い
て
も
、
最
近
で
は
そ
の
格
差
は
、
人
種
的
差
別
の

あ
ら
わ
れ
で
は
な
く
、
ゲ
ル
マ
ン
人
に
つ
い
て
は
官
職
と
ジ
ァ
ペ

制
の
反
映
、
ロ

1
7
人
に
つ
い
て
は
ロ

1

7
末
期
の
園
制
、
特
に

ロ
1
7
都
市
市
民
の
法
的
地
位
並
び
に
財
政
制
度
の
考
え
方
が
、

そ
の
ま
ま
残
存
し
て
い
た
結
果
で
あ
る
と
の
新
説
が
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
一
般
的
に
は
、
メ
ロ
グ
イ
ン
グ
王
朝
時
代
に
は
、

カ
ト
リ
ッ
ク
と
ア
リ
ウ
ス
汲
な
い
し
異
教
徒
と
の
宗
教
的
封
立
感

情
は
あ
り
え
て
も
、
ナ
シ
ォ
ナ
リ
テ
ィ

1
の
問
題
は
、
ロ

1
7
末

期
に
お
け
る
と
同
様
、
ほ
と
ん
ど
問
題
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
と

み
る
の
が
通
説
で
あ
る
。

釜

し
か
し
そ
れ
で
は
逆
に
、
メ
ロ
グ
イ
ン
グ
王
家
が
、
王
家
以
外

の
フ
ラ
ン
ク
の
膏
貴
族
を
温
存
し
、
そ
の
後
青
を
家
柄
が
奮
貴
族

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
王
の
側
近
に
は
べ
る
重
臣
群
、
す
な
わ
ち
ア

ン
ト
ル
ス
テ
ィ
オ

1
ネ

1
ス
(
伊
豆

E
田
氏
。
ロ

2
)
の
主
た
る
構
成

メ
ン
バ
ー
と
な
し
た
か
と
い
う
に
、
ま
こ
と
に
残
念
な
が
ら
、
こ

れ
を
立
誰
す
る
史
料
は
存
在
し
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
建
園
の

史
料
が
一
般
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
園
に
お
い
て
も
、
史

展界

料
の
性
格
が
お
そ
ろ
し
く
王
家
中
心
に
編
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
事
賞
関
係
が
、
ど
の
程
度
に
古
ゲ
ル
マ
ン
枇
曾
の
い

わ
ゆ
る
「
貴
族
支
配
」
の
瞳
制
と
連
績
し
て
い
た
か
が
、
ほ
と
ん

ど
不
詳
な
の
で
あ
問
。
従
っ
て
こ
の
興
味
あ
る
問
題
は
、
い
ま
ま

で
の
よ
う
に
部
族
法
典
の
分
析
か
ら
だ
け
で
は
な
し
に
、
一
つ
は

「
俸
記
」
(
ぐ
止
と
そ
の
他
の
私
的
な
記
述
史
料
か
ら
、
い
ま
一

つ
は
集
落
形
態
お
よ
び
特
定
地
域
の
兵
睡
的
な
一
位
舎
秩
序
の
在
り

方
の
考
誼
な
ど
か
ら
、
一
歩
一
歩
解
明
に
接
近
す
る
よ
り
ほ
か
方

法
が
な
い
。

つ
ぎ
に
第
二
の
問
題
、
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
ク
族
の
侵
入
・
定
着

の
事
情
に
つ
い
て
は
、
近
時
集
落
形
態
亭
お
よ
び
地
名
皐
の
考
讃

が
、
多
彩
な
考
古
撃
的
研
究
と
手
を
と
り
あ
っ
て
進
め
ら
れ
、
結

論
的
に
は
、
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
侵
入
や
文
化
破
壊
の
事
賓
が
否

定
さ
れ
る
傾
き
が
つ
よ
い
。
ま
た
第
三
の
官
職
配
置
の
問
題
は
、

後
述
す
る
よ
う
に
決
し
て
査
一
的
な
も
の
で
は
な
く
、
伯
や
公
の

性
格
お
よ
び
楼
限
内
容
が
、
時
代
的
に
み
て
も
、
地
域
的
に
み
て

も
、
き
わ
め
て
多
様
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
ほ
Y
確
定
的
に

誼
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
奮
来
の
、
強
力
に
し
て
征
服
者
的
な
フ
ラ
ン
ク
統
一

園
家
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
も
は
や
事
界
の
通
読
で
は
な
く
な
っ
た
と

~，..J: ')町タ
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第四競

い
え
る
が
、
そ
れ
で
は
と
に
か
く
も
こ
の
園
の
統
一
を
可
能
に

し
、
王
家
本
位
の
諸
史
料
を
作
製
せ
し
め
た
ゆ
え
ん
の
も
の
は
、

一
瞳
何
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
間
題
を
解
く
た
め
に

は
、
わ
れ
わ
れ
は
ど
う
し
て
も
カ
ト
リ
y

ク
の
思
想
統
制
力
と
、

王
室
お
よ
び
民
衆
に
封
す
る
聖
職
者
の
現
貰
の
は
た
ら
き
か
け
、

並
び
に
ロ

1
マ
的
諸
制
度
お
よ
び
怠
識
の
残
存
と
い
う
厄
介
な
問

題
に
取
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
操
作
は
、
地
域

的
な
限
定
を
前
提
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ

る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
古
ゲ
ル
マ
ン
の
停
統
の
強
弱
、
キ
リ
ス
ト

教
の
布
教
の
度
合
い
、
ロ
ー
マ
的
遺
制
の
残
存
と
い
う
こ
と
は
、

い
ず
れ
も
地
域
差
の
は
な
は
だ
し
い
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
居
住

す
る
民
衆
白
檀
も
、
す
で
に
人
種
的
・
部
族
的
に
一
様
の
密
度
で

混
在
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
生
活
感
情
や
圏
檀
意
識
の
面
で

も
、
大
き
な
ひ
ら
き
が
あ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
大
腸
な
推
測
が
ゆ
る
さ
れ
る
な
ら
ば
、
メ
ロ
グ
イ

ン
グ
朝
の
王
様
は
、
そ
の
い
く
つ
か
の
地
域
に
よ
っ
て
、
最
初
か

ら
ち
が
っ
た
う
け
と
ら
れ
方
を
し
て
お
り
、
園
家
統
一
と
い
う
こ

と
の
意
味
も
、
い
わ
ば
地
域
差
を
カ
グ
ァ
ー
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク

的
・
ロ

1
7
的
な
統
一
に
ほ
か
な
ら
ず
、
王
室
は
こ
の
統
一
憧

E

H
刊
誌
ロ
ロ
B
司

E
5
0
2
5
こ
を
、
ゲ
ル
マ
ン
の
古
法
に
従
っ
て
、

k 

家
産
的
に
分
治
統
合
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ

う
。
そ
し
て
も
し
こ
の
見
通
し
が
あ
た
っ
て
い
る
と
す
る
な
ら

ば
、
そ
の
土
地
の
豪
族
を
も
っ
て
伯
職
と
す
る
方
針
を
定
め
た
有

名
な
六
一
四
年
の
ク
ロ
タ
ー
ル
二
世
の
勅
令
は
、
通
説
で
い
わ
れ

る
よ
う
に
集
権
的
王
様
の
衰
微
・
敗
北
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
既
存
の
貴
族
へ
の
依
存
を
公
的
に
承
認
し
た
文
書
と

い
う
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ク
ロ
ー

ド
グ
イ

y

ヒ
の
園
家
を
も
っ
て
、
あ
ま
り
に
強
力
か
つ
整
備
さ
れ

た
官
職
的
統
一
園
家
と
考
え
る
こ
と
は
、
大
き
な
行
過
ぎ
で
あ

る
。
そ
れ
で
は
こ
の
時
代
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
地
域
差
が
認

め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
ま
か
い
地
方
差
の
こ
と
は
し
ば
ら
く

措
く
と
し
て
、
ご
く
大
ざ
っ
ぱ
に
み
た
地
域
差
の
意
味
を
一
瞥
し

て
み
よ
う
。

(

8

)

こ
の
問
題
に
閥
す
る
最
近
の
研
究
と
し
て
は
、
戸
出
口
市
げ
ロ
2

日

同)和国同口氏。司
g
m
H
山田口
HH
四阿んいロ仲間
E
B
m
-
古
川
〈
O
吋

H
H
r
町
田
口
出
血
句
。
?

町内
UHH
ロロ
m
m
p
出仏
-
H
H
F
ドルロ仏担
AM

戸
内
。
回
目
仲
P
ロ嗣

H
唱~山内
r
m
-
H
A
H
U

l
H
U
P

が
よ
い
。
な
お
民
族
移
動
史
の
立
場
か
ら
す
る
研
究
で
は
、

F

m
口H
H
B
広
ケ
〉
ロ
国
会
w
ロ
krHM
訟
口
問
。
ロ
色
町
田

m
p
は
忌
口
付
山
田
口
宮
山
口

閃
む
巳

M1cgm・
同

-
F
S
W
H甲

AFNuω
・
ω
c
a
l
ω
N
可
・
が
す
ぐ
れ
て
い

る。

(

9

)

 

メ
ロ
グ
イ
ン
グ
王
朝
時
代
は
、
活
常
ク
ロ
ー
ド
グ
ィ
ッ
ヒ
の
統

34(J: 
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ふ
く
む
園
家
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
傾
向
は
一
層
は
な
は
だ
し
い
。

し
か
し
そ
の
ば
あ
い
わ
れ
わ
れ
に
問
題
と
な
る
の
は
、
い
わ
ば
土

俗
的
な
意
味
で
の

?
1
カ
ル
・
カ
ラ
ー
で
は
な
く
、
中
央
の
園
家

穣
力
に
抵
抗
し
て
、
そ
れ
ら
の
地
域
が
特
殊
な
政
治
形
成
の
基
盤

と
な
り
う
る
よ
う
な
素
地
ま
た
は
性
格
を
も
ち
つ
刊
誌
け
て
い
る
か

ど
う
か
と
い
う
貼
で
あ
り
、
逆
に
い
え
ば
、
王
や
園
家
の
統
治
力

や
行
政
機
構
が
、
ど
の
程
度
に
査
一
的
に
渉
透
し
て
い
る
か
、
あ

る
い
は
し
て
い
な
い
か
と
い
う
貼
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ク
王
園
は
、
ま
さ
に
こ
の
貼
で
、
ロ

1
7
帝
政
後
期
の

強
制
園
家
・
制
度
園
家
を
崩
壊
せ
し
め
る
末
端
に
位
し
て
い
た
の

で
あ
り
、
中
世
の
封
建
園
家
・
人
的
結
合
園
家
へ
の
道
を
き
り
ひ

(m) 

ら
く
後
端
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
種
そ
れ
で
は
、

フ
ラ
ン
ク
各
地
域
の
ど
の
部
分
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
枇
曾
構
造
な
い

し
エ
ー
ト
ス
が
、
新
し
い
時
代
を
開
幕
す
る
基
地
ま
た
は
原
動
力

と
な
り
え
た
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
カ
イ
サ
ル
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
の
時
代
か
ら
民
族
大
移
動
期
に

か
け
て
の
ゲ
ル
マ
ン
一
位
舎
が
、
一
般
的
に
い
っ
て
、
プ
ル
ク
を
中

、
事
心
と
し
、
従
士
群
を
し
た
が
え
た
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
貴
族
支
配
の

叶
内
下
に
立
つ
一
位
舎
で
あ
っ
た
と
い
お
っ
こ
と
は
、
今
日
で
は
も
は
や
う

(
m
U
)
 

(
f、
ご
か
し
難
い
定
説
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
メ
ロ
グ
イ
ン
グ

展界

.:，，' 

王
朝
に
は
い
り
、
住
民
の
大
部
分
が
奮
ロ

1

7
の
属
州
民
で
あ
る

よ
う
な
新
し
い
園
家
が
成
立
す
る
と
、
ゲ
ル
マ
ン
的
な
貴
族
支
配

の
瞳
制
は
、
雷
然
各
地
域
に
よ
っ
て
、
大
き
な
麗
質
と
制
約
を
う

け
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
つ
ま
り
ゲ
ル
マ
ン
人
の
定
住
密
度
が
濃

厚
な
地
域
ゃ
、
フ
ラ
ン
ク
王
様
の
直
接
の
支
配
が
お
よ
ぶ
地
域
は

と
に
か
く
、
そ
う
で
な
い
地
域
に
つ
い
て
は
、
ゲ
ル
マ
ン
古
来
の

支
配
権
は
お
よ
び
難
い
。
そ
の
最
も
代
表
的
な
地
域
は
、
フ
ラ
ン

ク
王
園
の
ほ
ピ
半
ば
を
占
め
る
ロ
ア
ー
ル
河
以
南
の
諸
地
方
、
す

な
わ
ち
ア
キ
タ
ニ
ア
、
セ
プ
テ
ィ
マ
ニ
ア
、
ガ
ス
コ

1
ニ
ュ
、
プ

ロ
グ
ァ
ン
ス
な
ど
で
あ
っ
た
。

古
代
末
期
の
ガ
リ
ア
史
を
調
べ
て
み
る
と
、
四
世
紀
の
末
葉
ま

で
は
グ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ニ
ア

1
ヌ
ス
帝
(
三
六
四
三
七
五
年
)
の
、

ト
リ
エ
ル
を
宮
廷
と
し
た
熱
心
な
ガ
リ
ア
経
営
の
こ
と
も
あ
っ

て
、
ロ

1
7
の
元
老
院
制
度
に
つ
な
が
る
い
わ
ゆ
る
セ
ナ
1
ト
的

貴

族

公

g
p
g巳
田
口
げ

2
K
E己
)
が
、
ほ
と
ん
ど
ガ
リ
ア
の
全
領

域
に
わ
た
っ
て
幡
踊
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
五
世

紀
に
は
い
り
、
東
北
方
か
ら
す
る
フ
ラ
ン
ク
な
ど
ゲ
ル
マ
ン
諸
族

侵
入
の
危
険
が
加
わ
っ
て
来
る
と
、
か
れ
ら
貴
族
群
は
、
し
だ
い

に
所
領
を
整
理
・
底
分
し
て
、
漸
次
ロ
ア
ー
ル
以
南
ま
た
は
ロ

l

ヌ
流
域
に
縛
居
す
る
こ
と
と
な
り
、
六
世
紀
に
は
、
大
土
地
所
有

.349 



第四競

者
と
し
て
の
ロ

1
7
貴
族
の
本
擦
は
、
す
べ
て
ア
キ
タ
ニ
ア
、
プ

ル
グ
ン
ト
、
プ
ロ
グ
ア
ン
ス
の
地
域
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
し
ま
う

(

川

此

)

こ
と
が
誼
明
さ
れ
る
。
そ
の
上
、
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
五
、

六
世
紀
の
経
過
の
う
ち
に
も
、
こ
う
し
た
南
ガ
リ
ア
の
諸
地
方
に

は
、
フ
ラ
ン
ク
人
の
定
住
が
き
わ
め
て
散
後
的
な
も
の
に
過
ぎ

ず
、
ゲ
ル
マ
ン
出
身
の
司
教
や
役
人
の
敷
も
こ
こ
で
は
き
わ
め
て

稀
れ
で
、
ロ

1
7
ン
、
ゲ
ル
マ
ン
雨
民
族
の
融
和
混
合
と
い
う
こ

と
が
、
貫
際
問
題
と
し
て
は
容
易
に
遂
行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を

暗
示
し
て
い
る
貼
で
札
問
。
い
い
か
え
れ
ば
そ
れ
は
、
南
ガ
リ
ア

の
枇
舎
秩
序
が
、
ロ

1

7
の
セ
ナ
1
ト
的
貴
族
の
割
擦
を
基
調
と

し
て
、
品
目
な
が
ら
に
維
持
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
都

市
制
度
や
商
工
業
活
動
に
つ
い
て
み
て
も
、
メ
ロ
グ
イ
ン
グ
王
家

の
登
場
に
よ
っ
て
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
幽
型
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
は

(

お

)

考
え
ら
れ
な
い
。

こ
う
考
え
て
来
る
と
、
「
フ
ラ
ン
ク
王
園
」
と
い
う
も
の
を
考
察

す
る
際
に
は
、
ま
ず
最
初
に
、
ロ
ア
ー
ル
河
以
南
と
以
北
と
を
大

き
く
直
別
し
て
み
る
こ
と
が
、
組
封
に
必
要
で
あ
る
ゆ
え
ん
が
う

な
ず
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
側
面
か
ら
裏
づ
け

し
て
く
れ
る
の
が
、
ク
ロ
ー
ド
グ
ィ
ッ
ヒ
王
残
後
に
お
け
る
度
々

の
国
家
分
治
の
方
法
と
、
南
ガ
リ
ア
へ
の
「
征
服
」
の
経
過
と
で

~~ 
1・

、、

あ
る
。
す
な
わ
ち
王
圏
分
治
の
重
鮎
は
、
あ
く
ま
で
も
ロ
ア
ー
ル

以
北
の
地
に
限
ら
れ
、
ア
キ
タ
ニ
ア
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
そ
の

土
地
の
ロ

1
7
貴
族
の
蹄
趨
な
い
し
そ
れ
と
の
交
渉
に
よ
っ
て
い

た
こ
と
が
推
定
さ
れ
、
そ
の
「
征
服
」
も
、
東
方
の
ゲ
ル
マ
ン
諸

族
に
封
す
る
よ
う
な
は
げ
し
い
戦
闘
で
は
な
く
、
同
じ
カ
ト
リ
ァ

ク
教
徒
で
あ
る
こ
と
も
手
停
っ
て
、
王
と
責
務
引
の
一
種
の
協
定

の
ご
と
き
性
格
を
し
め
し
て
い
る
ぱ
あ
い
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
事

情
に
照
し
で
も
、
メ
ロ
グ
イ
ン
グ
王
朝
の
開
始
と
と
も
に
南
ガ
リ

ア
の
民
衆
の
生
活
に
激
獲
が
お
こ
っ
た
と
は
ど
う
し
て
も
考
え
ら

れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
こ
と
と
は
別
に
、
セ
ナ
1
ト
的
貴
族
の
多

く
が
、
「
レ
ッ
ク
ス
・
サ
リ
カ
」
の
規
定
(
第
四
一
章
)
に
み
え
る

「
王
の
陪
食
官
」
(
同

O
B
8
5
8ロ
4
2
8
3
m広
)
と
し
て
登

用
せ
ら
れ
、
漸
衣
ゲ
ル
マ
ン
貴
族
と
交
流
・
融
合
し
て
、
の
ち
に

フ
ラ
ン
ク
的
な
豪
族
ま
た
は
カ
ロ
リ
ン
グ
王
朝
の
一
帝
園
貴
族
屠
に

(
お
)

流
れ
こ
む
道
が
ひ
ら
か
れ
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
に
反
し
、
ロ
ア
ー
ル
河
以
北
の
地
域
と
な
る

と
、
事
情
は
も
っ
と
複
雑
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
六
世
紀
以
後
の
分

間
の
首
都
で
あ
る
パ
リ
、
ラ
ン
ス
、
オ
ル
レ
ア
ン
、
ソ
ア
ァ
ソ
ン

な
ど
は
い
ず
れ
も
こ
の
地
方
に
存
在
し
、
ロ
ア
ー
ル
以
南
の
町
に

首
都
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
た
だ
の
一
度
も
な
か
っ
た
。
ゲ
ル

350 
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主主

マ
ン
の
慣
習
に
よ
る
王
園
の
分
治
相
績
は
、
種
々
の
事
情
を
考
慮

し
な
が
ら
も
、
つ
ね
に
こ
の
地
方
に
重
鮎
を
置
い
て
い
た
の
で
あ

る
が
、
六
世
紀
の
後
半
に
な
る
と
、
い
つ
か
ら
と
も
な
し
に
、
一

慮
分
園
の
い
か
ん
に
か
か
わ
り
な
く
、
ロ
ア
ー
ル
以
北
が
大
き

く
、
(
一
)
セ

l

ヌ
河
流
域
を
中
心
と
し
た
ノ
イ
ス
ト
リ
ア

(Z2・

与
ユ
己
、
つ
一
)

7

1
ス
、
モ

1
セ
ル
、
ラ
イ
ン
流
域
を
中
心
と

し
た
ア
ウ
ス
ト
リ
ア

(
k
p
H
H

田仲立
m
w
O
仏
・
〉
ロ

2
E臼
宮
)
の
二
大
地

(

刷

出

)

直
に
分
れ
、
そ
れ
に
、
合
一
)
嘗
プ
ル
グ
ン
ト
族
の
領
域
で
あ
る
ロ

1
ヌ
河
流
域
の
プ
ル
グ
ン
ト
(
国
号
関
口
昆
)
を
加
え
て
、
三
つ
の

プ
ロ
ー
グ
イ
ン
キ
ア
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
。

従
っ
て
、
政
治
的
分
割
と
は
一
態
別
個
に
成
立
し
た
ノ
イ
ス
ト

リ
ア
、
ア
ウ
ス
ト
リ
ァ
、
プ
ル
グ
ン
ト
三
州
の
基
調
が
そ
も
そ
も

何
で
あ
っ
た
か
が
問
題
と
な
る
が
、
結
論
的
に
い
え
ば
、
王
宮
都

市
パ
リ
と
パ
リ
盆
地
を
本
操
と
す
る
ノ
イ
ス
ト
リ
ア
が
、
フ
ラ
ン

ク
王
室
と
ロ

l
マ
属
州
文
化
と
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る
融
合
を
し
め
す

典
型
的
な
地
域
で
あ
り
1

プ
ル
グ
ン
ト
が
、
セ
ナ
l
ト
的
貴
族
群

を
も
土
日
の
ま
ま
に
温
存
せ
し
め
た
ロ

1
7
的
遺
制
の
つ
よ
い
ゲ
ル

マ
ン
領
域
で
あ
り
、
ア
ウ
ス
ト
リ
ア
が
、
つ
ね
に
ゲ
ル
マ
ン
的
要

素
を
東
方
か
ら
う
け
い
れ
る
と
同
時
に
、
み
ず
か
ら
の
う
ち
に
も

そ
れ
を
復
興
さ
せ
る
貫
カ
を
も
っ
、
最
も
ロ

1
マ
的
停
統
の
稀
薄

展界事

ほ
w
h

大
過
な
か
ろ
う
。
い
う
ま
で
も

の
ち
の
カ
ロ
リ
ン
グ
王
家
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
ア
ウ
ス
ト

リ
ア
地
方
か
ら
出
た
家
柄
で
あ
り
、
そ
の
勝
利
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

全
フ
ラ
ン
ク
に
君
臨
さ
せ
た
も
の
も
、
ア
ウ
ス
ト
リ
ア
豪
族
群
の

貫
勢
力
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
問
。
そ
れ
ゆ
え
、
ヵ
ロ
リ
ン
グ
王
家

を
中
心
に
フ
ラ
ン
ク
王
閣
の
再
統
一
・
再
強
化
が
達
成
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
は
、
こ
と
ば
を
か
え
て
い
え
ば
、
ロ
ー
マ
化
さ
れ
た
西

南
型
貴
族
に
封
す
る
ゲ
ル
マ
ン
的
な
東
北
型
貴
族
の
勝
利
を
意
味

し
、
そ
の
勝
利
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
両
地
域
に
お
け
る
貴
族

と
民
衆
の
在
り
方
の
相
違
、
生
活
感
情
の
相
遣
を
想
わ
し
め
る
も

の
が
あ
る
。
集
落
形
態
が
間
わ
れ
、
所
領
形
成
の
内
容
が
関
わ

れ
、
枇
舎
秩
序
の
根
操
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ

の
よ
う
な
見
通
し
の
た
め
で
あ
る
。

事
貫
、
封
建
的
主
従
閥
係
は
、
法
概
念
的
に
は
ガ
ロ
・
ロ

1
7

ン
的
な
托
身

(
g
s
s
g旨
F
U
の
制
度
と
、
ゲ
ル
マ
ン
的
な
忠

誠
義
務
(
寸

2
5
2
4佳
品
E
Z
)
の
精
神
と
の
結
合
に
よ
っ
て

成
立
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る
が
、
し
か
し
そ
の
ど
ち
ら
に
重
貼
を

置
い
て
主
従
制
が
観
念
さ
れ
て
い
た
か
は
、
地
域
に
よ
り
大
き
な

ひ
ら
き
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
七
世
紀
以
降
に

な
る
と
、
開
墾
村
溶
や
大
所
領
の
創
出
が
目
立
づ
が
、
こ
れ
も
貴

1 '"主

な
地
域
で
あ
っ
た
と
み
て
、

な
く
、

351 



第四競

族
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
グ
に
依
る
も
の
剖
多
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
う

し
た
新
し
い
経
済
活
動
は
、
不
思
議
に
パ
リ
盆
地
以
東
、
特
に
ア

(
銘
〉

ウ
ス
ト
リ
ア
地
方
に
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
情

か
ら
判
断
し
て
も
、
カ
ロ
リ
ン
グ
王
朝
へ
の
推
移
と
い
う
鮎
か

ら
、
ア
ウ
ス
ト
リ
ア
地
方
が
す
で
に
メ
ロ
グ
イ
ン
グ
王
朝
期
に
特

殊
の
重
要
性
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
地
域
の
貴
族
支
配
の
構
浩
を

吟
味
す
る
こ
と
が
、
「
中
世
一
枇
曾
」
の
誕
生
を
知
る
一
つ
の
重
要
な

鍵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
近
時
ド
イ
ツ
史
事
界
で
こ
の
方
面
の

研
究
が
さ
か
ん
な
の
は
、
お
そ
ら
く
か
か
る
見
通
し
に
よ
る
も
の

(
お
)

で
あ
ろ
う
。

一橋論叢第四十二巻

も
ち
ろ
ん
、
そ
う
は
い
っ
て
も
、
ア
ウ
ス
ト
リ
ア
地
方
が
最
初

か
ら
純
ゲ
ル
マ
ン
的
な
一
位
舎
で
あ
っ
た
な
ど
と
い
う
ロ
マ
ン
テ
ィ

y

ク
な
先
入
観
を
抱
く
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
や
は

り
、
あ
る
部
面
に
闘
し
て
は
、
相
官
ワ
よ
く
フ
ラ
ン
ク
王
室
的
・

ロ
1
7
末
期
的
な
諸
制
度
が
か
ぶ
さ
っ
て
お
り
、
貴
族
の
中
に
も

フ
ラ
ン
ク
官
職
的
な
も
の
、
す
な
わ
ち
王
櫨
を
介
し
て
、
ま
っ
た

く
役
人
と
し
て
赴
包
・
配
置
さ
れ
た
も
の
も
決
し
て
少
く
な
か
っ

た。
そ
れ
ゆ
え
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
興
味
あ
る
地

域
差
を
議
想
し
ワ
ヲ
も
、
な
お
か
れ
ノ
、
一
般
的
に
み
た
ロ

1
7
的

~ 

制
度
の
残
存
、
フ
ラ
ン
ク
的
・
官
職
的
な
も
の
の
普
切
度
、
並
び

に
自
生
的
豪
族
支
配
の
基
盤
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て

で
き
れ
ば
さ
ら
に
一
歩
を
す
す
め
て
、
聖
職
者
の
「
侍
記
」
や
、

貴
族
の
「
遺
言
書
」
・
「
寄
進
帳
」
な
ど
の
片
言
隻
匂
を
た
よ
り
に
、

個
々
の
司
教
・
修
道
院
長
・
公
・
伯
な
ど
が
一
鵠
ど
の
よ
う
な
身

分
や
家
柄
の
出
で
あ
り
、
ど
こ
で
ど
う
い
円
仕
方
で
所
領
を
も
っ

て
い
た
か
を
探
求
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
対
抗
。
し
か
し
こ
の
操
作

は
、
賓
際
問
題
と
し
て
は
、
残
存
史
料
の
朕
況
か
ら
し
て
、
フ
ラ

ン
ク
王
園
の
全
領
域
に
わ
た
っ
て
、
一
様
に
お
こ
な
う
こ
と
は
も

と
よ
り
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
古
墳
後
掘
に
よ
る
考
古
事
的
研
究

も
、
地
域
差
が
大
き
く
、
全
鵠
像
を
描
き
出
せ
る
ま
で
に
は
す
す

ん
で
い
な
い
。
事
賞
、
私
の
知
る
限
り
で
、
こ
う
し
た
具
髄
的
研

究
が
比
較
的
す
す
ん
で
い
る
の
は
、
ベ
ル
ギ
ー
お
よ
び
モ

1
セ
ル

流
域
、
並
び
に
ア
レ
マ
ン
族
が
住
ん
で
い
た
ア
ル
サ
ス
お
よ
び
シ

ュ
ワ

1
ベ
ン
地
方
で
あ
る
問
、
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
も
、
あ
る
い

は
部
分
的
に
そ
う
し
た
企
て
が
は
か
ど
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な

、U
い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
方
豪
族
の
在
り
方
ゃ
、
官
職
的
な
も
の

と
自
生
的
な
支
配
と
の
押
し
あ
い
な
ど
と
い
う
具
購
的
な
問
題
を

追
求
す
る
た
め
に
は
、
従
来
の
よ
う
な
中
央
の
、
い
わ
ば
公
的
な

352. 
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白
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冊
目
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・
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切
可
叩
叶
の
共
編
に
な
る
も
の
が
最
も
基
本
的
な

も
の
で
あ
る
が
、
一
九
五
二
年
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
皐
で
全
文
が
英
課

さ
れ
た
。
ー
呂
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で
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望

四

展界

上
述
の
よ
う
な
地
域
差
を
考
え
、
の
ち
に
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ

と
に
分
離
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
基
礎
構
造
の
相
遣
を
議
想

し
た
ば
あ
い
、
わ
が
園
の
準
界
に
も
す
で
に
紹
介
構
み
の
あ
の
ベ

ル
ギ
ー
の
史
家
ア
ン
リ
・
ピ
レ
ン
ヌ
の
著
名
な
構
想
、
す
な
わ
ち

拳(55 ) 

古
代
末
期
と
ゲ
ル
マ
ン
民
族
移
動
期
と
の
あ
い
だ
に
は
文
化
の
断

紹
な
く
、
す
く
な
く
と
も
枇
曾
経
梼
史
的
に
は
、
フ
ラ
ン
ク
王
園

の
メ
ロ
グ
イ
ン
グ
王
朝
期
と
カ
ロ
リ
ン
グ
王
朝
期
の
あ
い
だ
に
、

い
わ
ゆ
る
「
経
情
的
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
」
が
存
在
す
る
と
い
う
考
え

ハ
叩
品
)

方
と
、
わ
れ
わ
れ
の
着
想
と
は
、
い
か
な
る
闘
係
に
立
つ
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
ピ
レ
ン
ヌ
・
テ
ー
ゼ
」
批
判
が
あ

ま
り
に
さ
か
ん
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
詳
論
す
る
い
と
ま
は
な
い

明
結
論
的
に
い
え
ば
、
大
鐘
つ
ぎ
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
、
大

き
な
矛
盾
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
る
。

す
な
わ
ち
ピ
レ
ン
ヌ
の
ぱ
あ
い
に
は
、
一
慮
、
商
業
交
易
の
在

り
方
を
中
心
と
し
て
、
枇
曾
経
情
憧
制
の
麗
貌
を
と
ら
え
、
そ
う

し
た
費
貌
を
ひ
き
お
こ
し
た
契
機
と
し
て
、
同
教
徒
の
侵
入
、
地

(ω) 

中
海
交
易
の
断
絶
を
説
く
の
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
本
稿
で
の

関
心
は
、
も
っ
ぱ
ら
メ
ロ
グ
イ
ン
グ
王
朝
治
下
に
み
る
フ
ラ
ン
ク

王
園
の
貫
態
で
あ
り
、
そ
れ
を
や
や
た
ち
い
っ
て
吟
味
す
れ
ば
、

地
域
に
よ
っ
て
、
古
い
瞳
制
を
温
存
す
る
に
過
ぎ
ぬ
停
滞
し
た
地

域
と
、
新
し
い
時
代
を
き
り
ひ
ら
く
可
能
性
を
も
っ
地
域
と
に
分

け
ら
れ
る
と
い
う
ま
で
で
、
こ
こ
で
直
接
ピ
レ
ン
ヌ
を
批
判
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
の
み
な
ら
ず
地
域
差
の
こ
と
は
、

ピ
レ
ン
ヌ
自
身
も
す
る
ど
く
気
づ
い
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
に

.355 



(56) 

お
け
る
ア
ウ
ス
ト
リ
ア
地
方
の
特
殊
性
は
、
所
論
全
世
に
封
す
る

伏
線
と
し
て
、
充
分
高
く
評
債
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
札
問
。

従
っ
て
、
嘗
時
の
地
中
海
商
業
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
か
、
貨

幣
制
度
が
ど
う
盛
っ
た
か
と
か
、
同
教
徒
の
侵
入
が
そ
れ
ほ
ど
決

定
的
な
董
期
的
激
麗
を
も
た
ら
し
た
か
ど
う
か
、
と
い
っ
た
議
論

は
一
切
ぬ
き
に
し
て
、
メ
ロ
グ
イ
ン
グ
王
朝
時
代
の
枇
曾
鰹
酒
生

活
に
つ
い
て
の
問
題
貼
だ
け
を
一
瞥
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

そ
の
際
、
ま
ず
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ロ
!
?
一
帝

政
末
期
の
都
市
制
度
が
ど
の
程
度
に
存
続
問
、
ま
た
都
市
住
民
に

封
す
る
徴
税
そ
の
他
の
制
度
が
ど
う
引
繕
が
れ
て
い
た
か
と
い
う

問
題
で
あ
る
@
財
政
史
の
上
か
ら
い
っ
て
も
、
き
わ
め
て
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
従
来
は
比

較
的
抽
象
的
に
、
ロ

1
7
末
期
以
来
、
す
で
に
ひ
き
つ
づ
き
都
市

制
度
が
衰
退
し
て
、
城
砦
す
な
わ
ち
カ
ス
テ
ッ
ル
ム
の
様
相
を
呈

す
る
も
の
が
多
か
っ
た
と
設
か
れ
て
来
た
に
過
ぎ
た
時
。

と
こ
ろ
が
近
時
個
別
研
究
が
す
す
ん
だ
結
果
、
そ
の
よ
う
な
一

般
論
は
成
り
立
た
な
く
な
り
、
殊
に
「
レ

y

ク
ス
・
サ
リ
カ
」
に

み
え
る

E

同
0
5
9
H
H
S
H
8
g
g
g
H
w
w
の
貫
且
胞
が
、
セ
ナ

1
ト
的

大
土
地
所
有
者
ま
た
は
単
な
る
ロ

1
7
人
土
地
所
有
者
で
な
く
、

奮
ロ

1
7
都
市
民
の
小
土
地
所
有
者
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
ゆ
え

第四競第四十二巻一橋論叢
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(
川
時

V

ん
が
立
詮
さ
れ
る
に
お
よ
ん
で
、
都
市
の
市
参
事
曾
す
な
わ
ち
ク

1
リ
ア
守
口
ユ
と
の
制
が
、
す
く
な
く
と
も
六
世
紀
末
葉
に
い

た
る
ま
で
、
品
目
な
が
ら
に
存
績
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
に
い
た

っ
た
。
ま
た
ガ
リ
ア
全
領
域
に
み
ら
れ
る
メ
ロ
グ
イ
ン
グ
王
朝
時

代
の
パ

1
グ
ス
〈
官
一

mg)
な
る
行
政
直
域
と
、
ロ

1
7
末
期
の

都
市
、
す
な
わ
ち
狭
義
の
市
域
の
ほ
か
に
周
闘
に
庚
大
な
領
域
を

も
っ
キ
l
グ
ィ
タ
l

ス
(
丘
三

E
る
と
の
緊
密
な
連
績
性
が
讃
明

せ
ら
れ
、
こ
の
面
か
ら
も
西
南
ガ
リ
ア
と
東
北
部
と
の
あ
い
だ

紅
一
地
域
呼
稽
の
由
来
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
来

た
。
東
北
部
諸
地
方
で
、
ガ
ウ
(
の
ど
H)
と
呼
ば
れ
る
地
域
的
ま

と
ま
り
の
意
義
が
論
議
さ
れ
る
の
は
、
か
か
る
相
違
の
た
め
で
あ

る。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
問
題
に
正
し
く
答
え
る
た
め
に

は
、
ま
ず
具
瞳
的
な
個
々
の
都
市
の
徹
底
的
分
析
に
倹
た
な
け
れ

(
胡
)

ば
な
ら
ず
、
な
に
ゆ
え
一
部
の
都
市
が
存
績
し
、
他
の
都
市
が
衰

微
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
の
具
瞳
的
理
由
が
奉
げ
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
メ
ロ
グ
イ
ン
グ
王
朝
期
に
お
け
る
都

市
や
商
工
業
の
在
り
方
を
綜
括
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ピ
レ
ン
ヌ

の
ご
と
き
見
通
し
は
別
と
し
て
、
正
直
に
い
っ
て
今
日
の
段
階
で

は
、
時
機
向
一
平
の
感
を
禁
じ
え
な
い
の
で
札
問
。
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釜

つ
ぎ
に
問
題
と
な
る
の
は
、
ゲ
ル
マ
ン
諸
族
、
特
に
フ
ラ
ン
ク

族
に
よ
る
土
地
占
住
の
地
域
や
密
度
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う

貼
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
ド
イ
ツ
語
と
の
言
語

境
界
が
い
か
に
し
て
成
立
し
た
か
と
い
う
論
争
に
は
じ
ま
り
、
今

日
で
は
考
古
撃
的
登
掘
の
分
布
園
作
製
と
精
密
な
地
名
拳
的
考
謹

を
た
よ
り
に
、
あ
る
程
度
ま
で
綜
合
的
な
研
究
が
企
て
ら
れ
、
方

法
」
抑
制
判
立
は
あ
っ
て
も
、
大
曲
胞
の
結
論
が
く
だ
さ
れ
て
い
る
と

い
い
う
る
。
そ
れ
ら
を
綜
括
し
て
み
る
と
、
さ
き
に
も
述
べ
た
ご

と
く
、
フ
ラ
ン
ク
族
の
ガ
リ
ア
侵
入
は
決
し
て
一
挙
に
ド
ラ
ス
テ

ィ
ッ
ク
に
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
き
わ
め
て
漸
女
的

に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
大
韓
ロ
ア
ー
ル
河
の
線
ま
で
定
着
が

散
在
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
メ
ロ
グ
イ
ン
グ
王
朝
の
中
期
に
な

る
と
、
ゲ
ル
マ
ン
的
な
色
彩
の
濃
い
生
活
圏
の
上
に
、
「
再
ロ
!
?

化
」
の
波
が
ロ
ア
ー
ル
以
南
か
ら
お
し
ょ
せ
、
そ
の
結
果
と
し
て
、

い
わ
ゆ
る
「
混
合
文
化
」
の
庚
大
な
地
帯
が
で
き
あ
が
っ
た
も
の

(ω) 

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
中
心
を
な
し
た
の
が
パ
リ
盆
地
の

一
帯
で
あ
る
が
、
主
園
の
東
北
部
に
は
、
そ
の
再
ロ

1
7
化
の
波

が
お
し
ょ
せ
る
度
合
い
が
弱
く
、
加
う
る
に
東
北
か
ら
す
る
ゲ
ル

マ
ン
的
要
素
の
補
充
が
据
え
な
か
っ
た
た
め
、
フ
ラ
ン
ク
王
有
地

の
保
有
と
配
置
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
地
方
に
は
、
七
世
紀
以

中
世
世
曾

来
猫
自
の
豪
族
群
の
支
配
圏
が
各
所
に
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
結
局

そ
の
ま
ま
ア
ウ
ス
ト
リ
ア
の
前
述
の
諸
特
色
を
う
み
い
だ
す
に
い

た
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
考
古
事
上
の
遺
物
・
遺
跡

の
意
味
の
剣
定
ゃ
、
地
名
事
上
の
語
尾
の
撞
化
と
い
っ
た
問
題

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
専
門
上
の
方
法
を
前
提
し
て
の
立
論
で
あ
る
た

め
、
そ
の
方
法
上
の
論
争
で
い
ず
れ
が
正
し
い
の
か
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
、
こ
の
方
面
の
ま
っ
た
く
の
素
人
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
に

は
、
容
易
に
判
断
が
く
だ
し
難
い
。
と
ま
か
い
問
題
に
な
る
と
、

こ
う
し
た
困
難
に
逢
着
す
る
た
め
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
わ
ず

か
に
一
般
的
に
認
め
ら
れ
た
安
嘗
な
結
論
を
参
照
し
う
る
の
み
で

あ
る
。た

だ
し
か
し
、

う
し
た
考
古
事
、

展

わ
れ
わ
れ
に
も
容
易
に
納
得
で
き
る
の
は
、
そ

地
名
撃
な
ど
の
研
究
成
果
が
、
記
述
史
料
の
そ

れ
と
づ
き
あ
わ
せ
て
、
相
互
補
助
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
ぱ
あ
い

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
「
中
世
の
綜
合
科
事
」

と
呼
ば
れ
る
あ
の
新
し
い
地
域
舟
研
究
の
方
法
に
た
よ
ら
ざ
る
を

え
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
た
と
え
そ
れ
が
地
域
的
に
き
わ
め
て
限

定
さ
れ
た
研
究
で
あ
っ
て
も
、
す
ぐ
れ
た
地
域
史
の
結
論
と
い
う

(
印
)

も
の
に
は
、
絶
大
な
説
得
力
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

さ
て
最
後
に
と
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
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経
済
史
研
究
の
上
で
、
最
も
多
く
の
論
争
を
ふ
く
む
グ
ル
ン
ト
ヘ

ル
シ
ャ
フ
ト
(
荘
園
制
)
の
成
立
と
い
う
テ
1
マ
で
あ
る
。
「
グ
ル

ン
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
」
と
い
う
概
念
の
内
容
を
、
単
な
る
大
土
地

所
有
制
と
考
え
な
い
で
、
中
世
中
期
に
ド
ミ
ナ
ン
ト
な
い
わ
ゆ
る

「
古
典
荘
園
」
、
す
な
わ
ち
グ
ィ
リ
カ
ツ
イ
オ
ン
制
を
と
も
な
う

荘
園
支
配
で
あ
る
と
限
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
グ
ル
ン
ト

ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
制
は
、
い
っ
、
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
準
詑
の
費
遷
を
た
ど
る
だ
け
で
も

容
易
で
な
い
ほ
ど
の
多
く
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
メ
ロ
グ

イ
ン
グ
王
朝
期
の
枇
合
経
済
史
に
関
係
す
る
限
り
に
お
い
て
、
私

は
私
な
り
の
見
通
し
を
述
べ
て
み
た
い
。

私
の
考
え
で
は
、
大
土
地
所
有
制
そ
の
も
の
は
、
古
ゲ
ル
マ
ン

時
代
に
お
い
て
も
、
ロ

1
7
末
期
に
お
い
て
も
、
お
の
お
の
濁
自

の
貴
族
支
配
と
の
関
連
に
お
い
て
、
あ
き
ら
か
に
巌
存
仏
間
。
し

か
し
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
後
世
の
グ
ィ
リ
カ
ツ
イ
オ
ン
制
の
ご
と

き
支
配
形
態
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
ゲ
ル
マ
ン
の
ば
あ
い
は
、

世
襲
地
支
配
(
〉
ロ
o
色
mvHH532F白
、
止
)
と
他
の
在
村
豪
族
に
封

す
る
高
級
支
配
(
。
σ
2
F
2叶
出
口
町
民
昨
)
と
の
結
合
、
ロ

1
7
末
期

の
ば
あ
い
は
、
直
接
的
な
大
土
地
経
営
の
遺
制
と
い
う
べ
き
も
の

に
過
ぎ
な
か
っ
(
問
。
も
ち
ろ
ん
、
ぱ
あ
い
に
よ
っ
て
は
、
直
営
地

第四競

耕
作
の
た
め
の
若
干
の
賦
役
と
い
う
荘
園
制
へ
の
傾
斜
は
存
し
え

た
で
あ
ろ
う
が
、
共
同
耕
地
(
ゲ
ワ
ン
)
を
も
ち
、
耕
作
強
制
な
ど

の
規
制
に
服
す
る
古
典
旺
園
下
の
ユ
ニ
ー
ク
な
集
落
形
態
と
い
う

も
の
は
、
ど
う
し
て
も
メ
ロ
グ
イ
ン
グ
王
朝
期
以
前
に
立
詮
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
が
七
世
紀
以
降
に
な
る
と
、
パ
リ
附
近
の
卒
野
地
方
や

ア
ウ
ス
ト
リ
ア
の
全
域
に
わ
た
っ
て
、
嘗
初
に
散
在
し
て
い
た
多

数
「
原
初
村
落
」

(
d
見
2
0
の
人
口
が
漸
増
す
る
傾
き
を
し
め

し
、
そ
れ
と
並
ん
で
、
こ
れ
ら
の
地
方
の
貴
族
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ヴ
に
よ
る
開
墾
村
落
が
績
出
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、

一
つ
に
は
行
列
塚
式
墓
地
(
何
回
目
r
g
m品
官
民
己
主

Z
3
の
遺
憧

の
漸
増
と
い
う
面
か
ら
、
い
ま
一
つ
に
は
地
名
撃
の
側
か
ら
、
相

官
統
計
的
に
謹
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
傾
向
と
並

ん
で
、
貴
族
に
よ
る
修
道
院
の
建
立
や
聖
堂
の
献
納
が
多
く
な

り
、
聖
界
所
領
が
、
い
わ
ば
二
次
的
な
大
土
地
所
有
形
態
と
し
て

形
成
さ
れ
る
に
い
た
る
。
最
近
こ
の
時
代
の
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
シ
ャ

(
日
山
〉

フ
ト
を
研
究
し
た
ペ
ル
ゲ
ン
グ
リ
ュ

1
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
七
世

紀
以
降
に
お
け
る
貴
族
・
豪
族
の
指
導
に
よ
る
開
墾
村
落
の
形
成

を
、
原
初
的
な
定
住
す
な
わ
ち
E

〈

OHwg目白血
E
ロ
円
、
に
封
し
て
、

特
に
ベ
〉
仏
己
目
丘
町
色
ロ
ロ

mt
と
呼
び
、
さ
ら
に
ま
た
、
前
者
を
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室

「
自
由
農
民
的
定
住
」

Q
5
5
E
2
r
z
g
z
zお
)
、
後
者
を

「
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
的
定
住
」
(
官
ロ
ロ
告

H
2
E
o
v
o
g
E
E忌
む
と

規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
ベ

ル
ゲ
ン
グ
リ
ュ

1
ン
は
七
世
紀
以
降
に
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト

成
立
の
重
貼
を
も
と
め
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。

こ
の
構
想
は
、
私
が
か
つ
て
「
原
初
村
落
」
の
考
察
を
お
こ
な

い
、
す
く
な
く
と
も
シ
ュ
ワ

1
ベ
ン
地
方
に
お
い
て
は
、
七
世
紀

末
に
い
た
る
ま
で
は
、
原
初
村
落
は
共
同
耕
地
を
も
っ
集
村
形
態

を
と
ら
ず
、
従
ヮ
て
ま
た
グ
ィ
リ
カ
ツ
イ
オ
ン
制
に
逼
合
的
な
ス

ケ
ー
ル
で
な
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
に
か

け
て
急
速
に
人
口
の
増
加
を
し
め
し
、
原
初
村
落
が
集
村
に
麗
化

す
る
可
能
性
が
決
定
的
と
な
る
一
方
、
開
墾
村
落
が
漸
増
す
る
事

貫
を
論
誼
し
た
の
と
、
結
論
的
に
は
一
服
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
メ
ロ
グ
イ
ン
グ
王
朝
期
の
グ
ル
ン
ト

ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
に
づ
い
て
は
、
貴
族
所
領
の
形
成
お
よ
び
分
布
の

概
要
が
わ
か
っ
て
も
、
個
々
の
荘
園
お
よ
び
村
落
の
兵
糧
的
運
営

方
式
を
示
唆
す
る
史
料
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
若
干
の
個
別
研
究
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
グ
ィ
リ
カ
ツ
イ
オ
ン
制
の
構
造
を
再
現
す
る
こ

と
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
ま
っ
た
く
困
難
で
あ
問
。

は
、
八
世
紀
以
降
、
と
り
わ
け
カ
ロ
リ
ン
グ
王
朝
期
の
寄
進
帳
そ

の
他
か
ら
、
わ
ず
か
に
逆
推
し
て
み
る
よ
り
ほ
か
方
法
が
な
い
。

も
し
以
上
の
考
察
が
大
過
な
し
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
で
は
一

種
、
共
同
耕
地
の
い
く
つ
か
を
も
ち
、
耕
作
強
制
と
耕
地
混
在
を

し
め
す
類
型
的
な
あ
の
三
圃
農
法
と
い
う
も
の
は
、
何
を
き
っ
か

け
に
成
立
・
普
及
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
一

つ
に
は
、
ゲ
ル
マ
ン
人
の
も
っ
て
い
た
原
初
村
落
に
お
け
る
圏
髄

的
規
制
の
精
神
、
第
二
に
は
、
ラ
テ
ィ
フ
ン
デ
ィ
ウ
ム
制
度
の
崩

壊
と
グ
ィ
ラ
の
経
営
に
み
る
農
民
支
配
の
形
態
、
第
三
に
は
、
開

墾
そ
の
他
を
通
じ
て
の
、
聖
俗
雨
界
貴
族
の
「
領
主
」
と
し
て
の

地
位
の
確
立
と
、
そ
の
殻
言
櫨
の
増
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